
 

 

2024 年度通常総会 

 

日時： 2024 年 4 月 26 日  

場所： 中央大学とオンライン会議のハイブリット開催 

 

 

議事：  

第 1 号議案 ｢2023 年度事業報告｣の件 

第 2 号議案 ｢2023 年度決算報告および監査報告｣の件 

第 3 号議案 ｢2024-2025 年度新役員承認｣の件 

 

報告： 1 2024 年度事業計画 

2 2024 年度収支予算 

 

 

公益社団法人  日本オペレーションズ・リサーチ学会 
 

 

 

  



第 1号議案 
公益社団法人 
日本オペレーションズ・リサーチ学会 
 

２０２３年度 事業報告書 
 

事業番号： 公1（1本のみ） 
事業の内容： オペレーションズ・リサーチの研究・普及啓発を行う事業 
 
【研究発表会・シンポジウム等の開催】 

□事業の趣旨・内容 

本事業は，研究発表会・シンポジウム等を通じて，オペレーションズ・リサーチの研究および応用を

促進し，オペレーションズ・リサーチの進歩と発達を通じて，文化と産業の発展に寄与することを目

的とする． 
 

1. 研究発表会 

(1) 春季研究発表会 

・3月 7日，8日, 中央大学（後楽園キャンパス） 

・実行委員長：後藤 順哉（中央大学） 

・発表件数 116件，参加人数 374名 
・アブストラクト集発行 
・特別講演 1： 

「エクスポネンシャル時代の OR」 

山上 伸 氏（日本オペレーションズ・リサーチ学会会長） 

・特別講演 2： 
「数理計画的視点の一例」 

谷川 眞一 氏（東京大学大学院情報理工学系研究科准教授） 

 

(2) 秋季研究発表会 

・9月 14日，15日, 関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパス  
・実行委員長：木庭 淳（兵庫県立大学） 
・発表件数 112件，参加人数 343名 
・アブストラクト集発行 
・特別講演 1： 

「『減災復興学』を活用した新たなまちづくり」 
永野 康行 氏（兵庫県立大学 減災復興政策研究科長） 

・特別講演 2： 

「未来型田舎の創造！ -ICT化の取り組み-」 

衣笠 愛之 氏（農業生産法人(有)夢前夢工房(株) 兵庫大地の会 代表取締役） 

・近藤賞受賞記念講演： 

    「組合せ最適化と計算幾何学の研究を振り返って」 

     加藤 直樹 氏（兵庫県立大学 情報科学研究科長） 

  



2. シンポジウム 

(1) 春季シンポジウム 

・3月 6日，中央大学（後楽園キャンパス）対面開催（オンライン配信あり） 

・実行委員長：今堀 慎治 （中央大学） 

・テーマ 「メタヒューリスティクス活用」  

・講演４件：予稿集発行 

(2) 秋季シンポジウム 

・9月 13日，関西学院大学(西宮上ヶ原キャンパス) 対面開催 

・実行委員長：畑 正夫（兵庫県立大学） 

・テーマ 「Web3への推移が生み出す新たなオペレーションの可能性 

-まちづくりの変容をもとに-」  

・講演 5件：予稿集発行 

3. OR セミナー 

(1) 第 1回「エンジニアのためのゲーム理論－ビジネスへの応用とマーケットデザイン」 

・5月 26日，オンライン開催 

・コーディネーター：稲川敬介（秋田県立大学） 

・司会：堀淳志（三菱電機(株)） 

・講師：渡辺隆裕（東京都立大学）、松林伸生（慶應義塾大学）、小島武仁 （東京大学） 

・参加者 51名 

(2) 第 2回「データ同化の利活用〜観測データとシミュレーションの融合〜」 

・7月 4日，現地とオンラインのハイブリット開催 

・コーディネーター：野本多津（(株)日立製作所） 

・司会：山下倫央（北海道大学） 

・講師：小槻 峻司（千葉大学）、綿引 壮真（(株)構造計画研究所） 

栗原 聡（慶應義塾大学）、大西 正輝（産業技術総合研究所） 

・参加者 53名 

(3) 第 3回「Excel ソルバーではじめる最適化」 

・2024年 2月 3日，オンライン開催 

・コーディネーター：出水 宰（(株)NTTドコモ） 

・司会：後藤順哉 (中央大学) 

・講師：後藤順哉 (中央大学)、堀田敬介（文教大学） 

・参加者 28名 

 

4. 企業事例交流会 

(1) 春季企業事例交流会（第 50回） 

(2) 秋季企業事例交流会（第 51回） 
  



【機関誌，論文誌の刊行及びインターネット等を利用した情報提供活動】 

□事業の趣旨・内容 
本事業は，機関誌・論文誌の刊行及びインターネット等を利用した情報提供活動を通じて，オペレー

ションズ・リサーチの研究および応用を促進し，オペレーションズ・リサーチの進歩と発達を通じ

て，文化と産業の発展に寄与することを目的とする． 
 

1. 機関誌 
機関誌「オペレーションズ・リサーチ」を下記のとおり発行した． 

 
発行年月日 巻 号 
2023年 3月 1日 68  3 
2023年 4月 1日 68 4 
2023年 5月 1日 68 5 
2023年 6月 1日 68 6 
2023年 7月 1日 68 7 
2023年 8月 1日 68 8 
2023年 9月 1日 68 9 
2023年 10月 1日 68 10 
2023年 11月 1日 68 11 
2023年 12月 1日 68 12 
2024年 1月 1日 69 1 
2024年 2月 1日 69 2 

 
2. 論文誌 

論文誌（Journal of the Operations Research Society of Japan: JORSJ），和文論文誌（Transactions 
of the Operations Research Society of Japan: TORSJ）を下記のとおり発行した．  

 
発行年月 巻 号 
2023年 4月 66 2 
2023年 7月 66 3 
2023年 10月 66 4 
2023年 12月

（TORSJ） 66  

2024年 1月 67 1 
 

なお，論文誌はインターネット上で無料公開している． 
  



【研究部会による調査研究とその公表活動】 

□事業の趣旨・内容 

本事業は，研究部会による調査研究とその公表活動を通じて，オペレーションズ・リサーチの研究および応

用を促進し，オペレーションズ・リサーチの進歩と発達を通じて，文化と産業の発展に寄与することを目的と

する．調査研究にあたっては，専門の研究部会を組成し，主査・幹事が中心となり研究希望者を公募して行っ

ている． 

 常設部会 主査，幹事 
メン

バー 

開催 

(うち

合同) 

内容 場所 

1 待ち行列 

 

豊泉洋（早稲田大

学）,井上文彰（大

阪大学） 

31名 8回 

(1回) 

計 8 回の部会を開催し，発表内容

は，待ち行列，情報通信ネットワー

ク，金融・保険，ブロックチェーン

など多岐に渡っている．このうち 1

回は 4部会・グループ（「確率最適

化とその応用」，「信頼性と OR」，

「待ち行列」，「量子コンピュータ

と次世代計算機活用」）の合同で実

施された．また，2024年 1月 17日

から 19日に「2023年度待ち行列シ

ンポジウム」を開催した． 

早稲田大学 

2 数理計画

（RAMP） 

田村明久（慶應義

塾大学） 

田中未来（統計数

理研究所） 

35名 1回 １１月２０，２１日に対面開催

（東京工業大学大岡山キャンパ

ス）でシンポジウムを開催した。

テーマは「Frontiers in 

Continuous Optimization」、

「離散構造と最適化」、「オンラ

イン最適化：モデリングとアルゴ

リズム」、「実務における数理最

適化の挑戦と展望」である。

「Frontiers in Continuous 

Optimization」では１件が特別講

演で，海外からの講演者を招い

た。このように国内外の様々な分

野の第一線でご活躍の先生方にご

講演いただいた。 

東京工業大

学（対面開

催）） 

3 評価の OR 杉山学（群馬大

学） 

趙宇（東京理科大

学）） 

12名 4回 

(1回) 

評価の OR 研究部会では，データ

包絡分析法（DEA），階層分析法

（AHP），ゲーム理論，データ解

析など広く評価に関わる OR的手

法をテーマとし，その理論と応用

に関する議論を行います． 

定例研究会では毎回２名の講演者

を招き、DEAやその他評価に関連し

た分析手法やその応用研究につい

て講演を行った。本年度は全 4 回

のうち 1 回は例年通り「学生発表

会」として研究会を実施し、若手研

究者（特に現大学院生）に研究発表

オンライン

開催 



 

 

 研究部会 主査，幹事 
メン

バー 

開催 

(うち

合同) 

内容 場所 

1 

 

ヘルスケ

アの OR 

鈴木敦夫（南山大

学） 

幹事： 

伊藤真理（神戸大

学），小笠原悠

（東京都立大学） 

131

名 

5回  OR研究者と医療・ヘルスケアの現

場にいる研究者が交流を重ね，我

が国の課題に応える ORの新たな

応用分野の開拓，そして，討論や

関連学会での共同研究発表を通し

た OR研究の普及を行う． 

 

東京理科大

学，南山大

学，神戸大

学 

2 確率最適

化とその

応用 

主査：來島 愛子 

（上智大学） 

幹事：王 琦 

（長崎総合科学大

学） 
堀口 正之 
（神奈川大学） 

15名 5回 

(2回) 

多種多様なテーマでの研究成果発

表と研究討議に積極的でした。恒

例の合同部会に加え、学生発表交

流会や特別部会の企画などで国内

外の研究者と旧交を温め、新たな

研究着手の機会にも恵まれた感謝

の一年でした。 

長崎総合科

学大学、上

智大学  

3 信頼性と

OR 

主査 

伊藤弘道・鳥取大

学 

幹事 

小柳淳二・鳥取大

学 

岡村寛之・広島大学 

29名 ５回 

（うち

合同１

回， 

共催 2 

回） 

本研究部会は，信頼性に関する基

礎理論と応用分野の研究者が交流

する場を提供して，基礎から応用

へ技術の移転，応用から基礎への

課題抽出を行う．研究会では，研

究者，実務家による講演を行い，

意見交換を行う． 

 

鳥取大学, 

オンライン 

の場を提供し、支援を行った。延参

加者 88名 

4 意思決定

法 

主査：飯田洋市

（公立諏訪東京理

科大学） 

幹事：大山口菜都

美（東京理科大

学） 

6名 4回 4回の研究部会を開催し、階層分析

法を中心とした研究報告があっ

た。このうち 1回（9月開催）は研

究部会として初めてハイブリッド

開催とした。学生大会は応募者が

無く中止とした。延べ 41名の参加

者があった。2023年 3月開催の OR

学会研究発表会で特別セッション

を企画した。 

オンライ

ン、同志社

大学 

5 サプライ

チェーン

戦略 

主査：伊倉義郎

（株式会社サイテ

ック・ジャパン） 

幹事：草刈君子 

17名 5回 企業の経営戦略・運用戦略・戦略プ

ロセスはサプライチェーンを軸に

実施される。ここで適用する OR手

法について事例と理論両面からの

研究を行う。今年度は物流、ものづ

くり、価値評価ついて研究を行っ

た。 

 

(株)構造計

画研究所 



4 

 

エネルギ

ーシステ

ムの進化

と OR 

主査： 進士 誉

夫 

(コージェネレー

ション・エネル

ギー高度利用セ

ンター) 

 

幹事： 池上 貴

志 

(東京農工大学）） 

40名 3回 本研究部会では、脱炭素化へ向け

た再生可能エネルギーの活用など

による複雑化したエネルギーの需

給構造に対応すべく、OR 手法の適

用方法と必要となる新たな方法論

について検討する。 

構造計画研

究所 本所 

東京農工大

学 小金井

キャンパス 

電力中央研

究所 横須

賀地区 

5 ビッグデ

ータを用

いたマー

ケティン

グ分析研

究部会 

主査： 

横山暁（青山学院

大学） 

幹事： 

朝日弓未（東京理

科大学） 

大竹恒平（東海大

学） 

10名 4回 本年度は日本経済新聞社より提供

いただいた日経 POSのデータを利

用した「データ解析コンペティシ

ョン」の OR学会部門（予選会）

を開催した．14チームのエントリ

ー，延べ 8０人程度の参加者があ

り，12月初旬に中間発表会 2回，

2月末に最終発表会 2回をいずれ

もハイフレックス形式にて開催し

た． 

スーパーにおける飲料（お酒を含

む）の週次の集計データの分析と

いうことで，価格最適化や需要予

測を中心に，各チームが課題をも

ったデータ集計・分析に取り組

み，発表会を通して成果を報告す

るとともに，議論を行った． 

部会として，筑波大学の高野先生

のチーム，東工大の中田先生のチ

ーム，慶應の鈴木先生のチーム，お

よび学部生中心のチームとして慶

應の田中先生のチーム，東海大学

の大竹先生のチームを表彰した． 

青山学院大

学青山キャ

ンパス（＋

オンライ

ン） 

6 最適化の

理論とア

ルゴリズ

ム 

林俊介（法政大

学） 

藤井海斗（国立情

報学研究所） 

7名 5回 4回の定例会にて計8件の講演を開

催し、最適化手法やアルゴリズム

及びオペレーションズ・リサーチ

の諸分野に関する最新の研究成果

や問題意識の共有および議論を行

った。計 4回の定例会に延べ 242名

（登録者数の合計）が参加した。ま

た、5月に筑波大学春日講堂にて学

生の研究発表会「最適化の理論と

アルゴリズム：未来を担う若手研

究者の集い 2023」を開催し、119名

が参加した。 

国立情報学

研究所（学

術総合セン

ター） 

7 危機管理

と公衆安

全 

主査 鵜飼孝盛

（防衛大学校） 

20名 5回 計５回の部会を開催し、災害など

の脅威への対処方策である危機管

理に関する研究、そして、これを

未然に防ぎ公共・公衆の安全を実

現するための方策に関連する研究

政策研究大

学院大学、

Zoomでの

オンライン 



幹事 佐久間大

（防衛大学校）） 

およびその社会実装について講演

された。 

 
8 社会と技

術・シス

テムのイ

ノベーシ

ョン 

高嶋隆太 

（東京理科大学） 

鳥海重喜 

（中央大学） 

稲川敬介 

（秋田県立大学） 

21名 5回 イノベーションの形成の理論的展開

を目指しつつ，社会の諸問題を OR

の視点から議論するための研究会を

5回開催した．特に，地域，都市に

おけるイノベーションに着目し，社

会全体に波及する研究の発展に寄与

した． 

 

東京理科大

学，中央大

学，オンラ

イン 

 

 

  



 
 研究グル

ープ 
主査，幹事 

メン
バー 

開催 内容 場所 

1 未来都市

の OR 

主査 三浦英俊（南

山大学） 

幹事 嚴先鏞（筑波

大学） 

19名 3回 未来都市の諸問題についてメンバ

ーやゲストによる研究発表とその

後の議論等を通じて，分析・手法な

どの理論面の深化を図り，さらに

広くオペレーションズ・リサーチ

に適用可能な理論や数理モデルの

開発に取り組んだ．また，施設配

置，交通，環境，防災，観光，経済

等の多種多様な未来都市に関する

問題を解決するための実践的側面

についても研究を深めた． 

東京大学，

筑波大学，

南山大学 

2 量子コン

ピュータ

と次世代

計算機活

用 

主査：大輪拓也(九

州工業大学) 

幹事：矢実貴志(株

式会社ＮＴＴデー

タ) 

8名 1回 

(1回) 

量子コンピュータやイジングマ

シンなどを含む次世代計算機を用

いて、最適化をはじめとしたＯＲ

の問題や実社会における具体的な

課題に対する活用方法を検討する

ために、計 1回の研究集会を開催

した。延参加者 44名。  

長崎総合科

学大学 

 

  



【表彰活動】 

□事業の趣旨・内容 
本事業は，表彰活動を通じて，オペレーションズ・リサーチの研究および応用を促進し，オペレーシ

ョンズ・リサーチの進歩と発達を通じて，文化と産業の発展に寄与することを目的とする． 
 
1． 春季表彰 

(1) 第 24回業績賞 

▷  吉瀬 章子（筑波大学） 

(2) 第 48回普及賞 

▷ 渡辺 隆裕（東京都立大学） 

▷ 東京大学 生産技術研究所 次世代育成オフィス・日本航空 2020,2021年度飛行機ワークショップ

企画チーム (代表：本間 裕大) 

(3) 第 47回実施賞 

▷ 大阪大学大学院 情報科学研究科 数理最適化寄附講座 (代表：梅谷 俊治) 
▷ 株式会社 日本政策金融公庫 国民生活事業本部 リスク管理部 

2． 秋季表彰 

(1) 第 13回研究賞 

▷ 小林 佑輔（京都大学) 

▷ 西原 理（大阪大学） 

(2) 第 13回研究賞奨励賞 

▷ 小林 健（東京工業大学） 

▷ 鄭 俊俊（大阪大学） 

▷ Tianxiang Liu（東京工業大学） 

(3) 第 43回事例研究賞 

▷ 川本 卓樹、蓮池 隆 

▷ 吉良 知文、寺島 伸男、渡邉 安彦、山本 広高 

▷ 三菱電機株式会社 通信機製作所（代表：松田 知也） 

▷  

(4) 第 13回論文賞 

▷ 寒野 善博（東京大学） 

(5) 第 41回学生論文賞 

▷ 恩田 剛（修論 東京工業大学） 

▷ 川上 雄大（修論 筑波大学） 

▷ 馬嶋 海斗（修論 東京工業大学） 

▷ 岡部 公亮（修論 京都大学） 

▷ 三浦 開登（修論 東京工業大学） 

▷ 長谷川 和樹（卒論 静岡大学） 
  



【支部活動】 

 

1. 北海道支部   

活動 年月日 場所 内容 

令和 5年度 第

１回運営委員

会、支部総会 

2023年 4月

17日 

ほくでん北二

条クラブ 

（１）令和 4年度事業報告 

（２）令和 4年度収支決算報告ならびに監査報告 

（３）令和 5年度役員（案） 

（４）令和 5年度事業計画（案） 

（５）令和 5年度予算（案） 

（６）その他 

支部研究会 
2023年 8月

5日  

北海道大学 人

文社会科学総

合教育棟 W102 

講演 1 

講師：拓殖大学 高橋智彦氏 

テーマ：負の生産物を考慮した地方銀行の評価 

講演２ 

講師：一橋大学 ⻄出勝正氏 

テーマ：Hostile takeovers or friendly mergers? Real 

options analysis 

共催：琉球北海道ファイナンス研究会 

サマースクー

ル 

2023年 9月

8日～9日 

洞爺湖温泉バ

スターミナル 2

階会議室 

講義：オークション理論の基礎 

講師：琉球大学 国際地域創造学部 宮田亮 准教授 

Winter 

Workshop on 

Operations 

Research, 

Finance and 

Mathematics, 

2024 

2024年 2 月

28日～3月

4日 

朝里川温泉ホ

テル 

招待講演 9件 

一般講演 17件 

参加者 37名 

共催：東京都立大学 

 

  



2. 東北支部   

活動 年月日 場所 内容 

総会 2023/3/30 オンライン 
2022年度事業報告，2022年度決算，2023年度事業計画につい

てなど 

会議 2023/10/19 オンライン 東北支部運営委員会 

セミナー 
2023/12/2 

～2023/12/3 

エスポールみや

ぎ 

東北 ORセミナー若手研究交流会 

 

東北地方を中心とした若手研究者の育成と学生会員数の増加

を図るための研究発表会．主として学生に研究発表と人的交

流の場を提供し，個々の大学や 研究室を超えた地域全体での

若手研究者育成，および研究者同士の共同研究も視野に入れ

て東北地方の包括的な研究活性化を目的としている．今年度

は，2023 年 12 月 2日（土）～2023年 12月 3日（日）に対

面で開催した．38名（うち学生 29 名）の参加者を集めて，

盛況のうちに無事終了することができた．本研究交流会では

優秀な発表を行った若干名の学生に対して学生優秀発表賞を

授与しており，本年度は 3名が選出された．詳細は下記サイ

ト参照． 

https://orsj.org/tohoku/seminar/tors2023/ 

 

 

  



3. 中部支部 

活動 年月日 場所 内容 

総会 2023/3/4 

南山大学＋Zoom

によるハイブリ

ッド開催 

2022年度事業報告・決算報告， 

2023年度事業計画・予算・役員選出・審議・承認 

中部支部研究発

表会 
2023/3/4 

南山大学＋Zoom

によるハイブリ

ッド開催 

発表 10件，事前登録者 63名(オンライン参加者 38名を含

む)  

招待講演 2023/3/4 

南山大学＋Zoom

によるハイブリ

ッド開催 

「STEAM 教育における大学の可能性 ―企業協働型ワークショ

ップにおける OR教育の実践例―」本間裕大(東京大学生産技

術研究所) 

「社会課題の解決に向けた配送計画システムの開発」髙田陽介 

(株式会社オプティマインド) 

参加者数等，同上 

支部協賛講演会 

（主催：南山大

学理工学部・理

工学研究科・理

工学研究センタ

ー） 

2023/5/31 

南山大学＋Zoom

によるハイブリ

ッド開催 

“Public Transport for Smart Cities” 

Janny Leung (University of Macau) 

“Operations research and data science for managing 

hospital emergency department operations” 

Yong-Hong Kuo (The University of Hong Kong) 

支部協賛講演会 

（主催：南山大

学理工学部・理

工学研究科・理

工学研究センタ

ー） 

2023/6/1 

南山大学＋Zoom

によるハイブリ

ッド開催 

“Sports Scheduling” Janny Leung (University of Macau) 

“Spatial planning of public electric vehicle charging  

infrastructure in a high-density city: case studies of  

Beijing and Hong Kong, China”Yong-Hong Kuo  

(The University of Hong Kong) 

SSOR中部支部

2023 
2023/8/22 

金沢学院大学 

サテライト教室

にて開催 

発表 8件，37名 (うちオンライン参加者 19名) 

招待講演 2023/8/22 

金沢学院大学 

サテライト教室

にて開催 

「時空間でものごとを考えよう」鳥海 重喜（中央大学理工学

部） 

「多数決による施設配置場所決定の数理」鵜飼 孝盛（防衛大学

校情報工学科） 

参加者数等，同上 

2023年度 OR学

会中部支部シン

ポジウム 

2023/12/9 

愛知工業大学＋

Zoomによるハ

イブリッド開催 

「津波避難シミュレータ開発を基本としたデジタル防災の取

り組みと防災訓練への活用」荒川 俊也(日本工業大学) 

「保全数制約のある,同一複数ユニットシステムに対する最適

保全政策の近似解析」小柳 淳二 先生(鳥取大学)  

「ネットワークレジリエンスのモデル化」 

弓削 哲史 先生(防衛大学校) 

22名 (オンライン参加者含む) 

 

  



4. 関西支部   

活動 年月日 場所 内容 

支部総会 2023/04/22 
中央電気倶楽部 

＋Zoom 

2022年度事業報告・決算および 2023年度事業計画・予算など

が承認された． 

・出席者 29名，委任状提出 56名，計 85名 

記念講演会 2023/04/22 
中央電気倶楽部 

＋Zoom 

・講師：三道 弘明 氏（大阪大学名誉教授） 

・題目：「本気で取り組んだ 3つの研究テーマとその結末」 

・参加者：40名 

第 1回支部 

運営委員会 
2023/04/22 

中央電気倶楽部 

＋Zoom 
・出席者 24名，委任状提出 6名，計 30名 

第 2回支部 

運営委員会 
2023/11/09 

京都大学 

吉田キャンパス 

＋Zoom 

・出席者 25名，委任状提出 7名，計 32名 

支部若手 

研究発表会 
2023/11/23 

大阪大学 

吹田キャンパス 

＋Zoom 

・実行委員長：木村達明（同志社大学） 

・発表件数：10件 

・参加者：主会場 18名，オンライン 1名 

・発表者の中から，3名に「OR学会関西支部 若手研究発表会 

優秀発表賞」を授与することが決定した． 

 

支部 

シンポジウム 

 

2023/12/20 
大阪大学 

中之島センター 

・実行委員長：巽 啓司（大阪大学） 

・参加者：18名 

・講演者および講演題目： 

1. 小澤 誠一先生（神戸大学）「組織間連合学習による 

銀行不正送金検知の取組み」 

2. 榊原 一紀先生（富山県立大学）「形式概念分析と 

機械学習による交通事故の分析と予測」 

3. 小森 一様 (ＪＲ西日本）「大阪駅（うめきたエリア）に

おけるイノベーションへの挑戦」 

4. 寺田 努先生（神戸大学）「ウェアラブルセンシング・ 

情報提示と行動変容」 

第 3回支部 

運営委員会 
2023/02/16 Zoom ・出席者 24名，委任状提出 10名，計 34名 

 

  



5. 中国四国支部 

 

活動 年月日 場所 内容 

支部総会 2023/3/25 

県立広島大学サ

テライトキャン

パスひろしま 

令和４年度支部活動・決算の報告 

令和５年度支部役員・活動計画・予算の承認 

支部シンポジウ

ム 
2023/10/28 

オンライン 

(ZOOM) 

本シンポジウムでは産学の第一線でご活躍されている講師３

名を招待し，実社会の様々な分野において役立つ様々な応用

を前提とした最適化モデルの実例を紹介・解説していただい

た． 

講師：井上真二（関西大学 総合情報学部） 

講師：中村隆博（鳥取大学大学院工学研究科 博士後期課程） 

講師：真塩健二（三菱重工業株式会社） 

支部研究部会 
2023/11/17 

2023/12/2 
鳥取大学 

部会名「プロジェクトマネジメントと確率モデル」 

主催講演会：2件（講師 2名） 

講師：中村隆博（鳥取大学大学院博士後期課程（社会人コー

ス）） 

講師：伊藤秀臣（東洋熱工業（株）） 

支部研究部会 
[1]2023/6/10 

[2]2024/1/6 

[1]広島工業大

学広島校舎 

[2]オンライン

(ZOOM) 

部会名「SCM＆サービス工学」 

主催講演会：2件（講師 2名） 

講師：酒井達弘（広島工業大学情報学部情報工学科 助教） 

講師：木下雄貴（近畿大学 工学部 情報学科 助教） 

支部研究部会 2023/12/18 徳島大学 

部会名「ORと数学」 

主催研究会：1件（講師 2名） 

講師：鶴見裕之（徳島大学大学院社会産業理工学研究部） 

講師：國川慶太（徳島大学大学院社会産業理工学研究部） 

講演会 

[1]2023/3/25 

[2]2023/10/6 

[3]2023/11/1 

[4]2023/11/4 

[5]2023/11/17 

[6]2023/12/23 

[1,6]県立広島

大学サテライト

キャンパスひろ

しま 

[2] 広島大学 

[3-5]オンライ

ン(ZOOM) 

[1]講師：海生直人（広島修道大学経済科学部経済情報学科教

授） 

[2]講師：永原正章（広島大学大学院先進理工系科学研究科情

報科学プログラム教授） 

[3]講師：Won Young Yun（Pusan National University, 

Korea） 

[4]講師：坂下克之（大成建設株式会社技術センター社会基盤

技術研究部材工研究室構造解析チーム主任研究員） 

[5]講師：田村慶信（山口大学大学院創成科学研究科教授) 

[6]講師：西竜志（岡山大学学術研究院環境生命自然科学研究

科教授) 

 

  



九州支部   

活動 年月日 場所 内容 

総会 2023/3/11 

ハイブリット式 

・福岡工業大学 

・オンライン 

2022年度活動報告，2023年度活動計画 

参加人数：8名 

 

講演会 2023/3/11 

ハイブリット式 

・福岡工業大学 

・オンライン 

題目：ケア天気予報の実現に向けた研究と事業化 

講師：井上 創造 様（九州工業大学） 

参加人数：8名 

講演会 2023/7/1 

ハイブリット式 

・福岡工業大学 

・オンライン 

題目：対戦型スポーツにおけるパフォーマンス評価 

講師：小畑 経史 様 (大分大学) 

参加人数：8名 

研究会 2023/7/1 

ハイブリット式 

・福岡工業大学 

・オンライン 

題目：レーティングシステムの逆解析 

講師：高橋 啓 様 (福岡工業大学) 

参加人数：8名 

講演会 2023/10/28 

現地開催 

・FITセミナー

ハウス 

題目：一般しりとりにおける必勝判定問題 

講師：木谷裕紀様 （大阪公立大学） 

参加人数：33名 

若手交流会 
2023/10/28-

29 

現地開催 

・FITセミナー

ハウス 

九州地区における若手 OR研究交流会 

発表件数：21件 

参加人数：33名（うち学生：22名） 

講演会 2023/12/23 

ハイブリット式 

・西新プラザ 

・オンライン 

題目：地域の人口問題に対する社会調査を用いた分析 

講師：柳 永珍 様（九州産業大学） 

参加人数：13名 

研究会 2023/12/23 

ハイブリット式 

・西新プラザ 

・オンライン 

題目：鶏卵の流通をめぐる現状と課題 

講師：橋本 芙奈 様（北九州市立大学） 

参加人数：13名 

 

 

 



【会議】  

   

1． 通常総会 

2023年 4月 28日 (ハイブリット開催） 

◇審議 

1 ｢2022年度事業報告｣の件 承 認 

2 ｢2022年度決算報告および監査報告｣の件 〃 

3 ｢2023-2024年度新役員承認｣の件 〃 

4 ｢定款改訂｣の件 〃 

◇報告 

1 2023度事業計画 報 告 

2 2023度収支予算 〃 

 

2. 理事会 

 【2023度第 1回】2023年 4月７日 (ハイブリット開催） 

◇審議 

1 前回理事会議事録確認 承 認 

2 入会・退会承認の件 〃 

3  2023年度総会資料の件 〃 

 

1 第 1号議案 2022年度事業報告の件 

2 第 2号議案 2022年度決算報告と監査報告の件 

3 第 3号議案 2023-2024年度役員承認の件 

4 第 4号議案 定款改訂の件 

  （５ 報告１ 2023年度事業計画書(参考：承認済み) 

  （６ 報告２ 2023年度収支予算書(参考：承認済み) 

 

4 2023年度理事会等日程の件 〃 

5 2023年度委員及び幹事委嘱の件 〃 

6 2023年秋季研究発表会・シンポジウム概要と予算件 〃 

7 2023年度研究部会・グループ追加補助金申請の件 〃 

8 2022年度第 3回 ORセミナー実施報告の件 〃 

9 2023年度第 2回 ORセミナー案の件 〃 

10 支部会計取扱規則改訂の件 〃 

11 事務所住所の表記変更の件 〃 

12 非常勤職員の雇用の件 〃 

13 特定費用準備資金助成事業の計画期間変更の件 〃 

14 2022年度経常損益の利用計画策定時期の件 〃 

◇報告 

1 2022年度後半代表理事職務執行状況報告の件 報 告 

2 2022年度研究部会・グループ活動報告及び決算の件 〃 

3 研究発表会及びシンポジウム手引きの改訂の件 〃 

4 次回理事会議事予定 〃 

 

【2023年度(総会直後の)臨時理事会】2023年 4月 28日 (ハイブリット開催） 

◇審議 

1 副会長選出の件 承 認 

2 会務の確認の件 〃 

◇報告 

1 2023年度理事会等の日程確認の件（第 1回理事会で承認済み） 報 告 

2 理事会資料提出方法の確認の件 〃 

 

 



【2023年度第 2回】 2023年 5月 26日 (ハイブリット開催） 

◇審議 

1 前回理事会議事録確認 承 認 

2 入会・退会承認の件 〃 

3 2023年度学会賞(秋季表彰)の件 〃 

4 2023年年度春季研究発表会及びシンポジウム決算の件 〃 

5 2024-2025年度会長候補者選考委員会設置の件 〃 

6 特定資産活用計画検討タスクフォース設置の件 〃 

7 2023年度対外委員の件 〃 

8 2023年度委員追加委嘱の件 〃 

◇報告 

1 表彰委員会から報告の件 報 告 

2 研究発表会及びシンポジウムの手引き 〃 

3 2023年度 ORセミナーの年間計画 〃 

4 次回理事会の件 〃 

 

【2023年度第 3回】 2023年 7月 28日 (ハイブリット開催） 

◇審議 

1 前回理事会議事録確認 承 認 

2 入会・退会承認の件 〃 

3 2023年度Q1収支の件 〃 

4 2023年の第41 回学生論文賞の推薦の件 〃 

5 2024年支部事業費の件 〃 

6 2023年度広報委員変更の件 〃 

7 研究普及委員の追加の件 〃 

◇報告 

1 第51回企業事例交流会準備状況の件  報   告 

2 2023年度第1回ORセミナー実施報告 〃 

3 2023年度第2回ORセミナー実施報告 〃 

4 IFORS会長懇談の件 〃 

5 学会賞メダル版下の件 〃 

6 電子版機関誌広告の件 〃 

7 次回理事会の件 〃 

 

【2023年度第 4回】 2023年 10月 27日 (ハイブリット開催） 

◇審議 

1 前回理事会議事録確認 承 認 

2 入会・退会承認の件 〃 

3 シニア会員承認の件 〃 

4 2023年度Q２収支の件 〃 

5 2024年度予算作成の件 〃 

6 2023年度第3回ORセミナー件 〃 

7 2024年春季研究発表会・シンポジウム予算案 〃 

8 2024年秋季研究発表会・シンポジウム計画案 〃 

9 研究発表会での表彰者講演の時期について 〃 

10 IFORS 規約の改訂とIORA の加盟に関する投票について  〃 

◇報告 

1 会長候補者選考委員会報告 報 告 

2 2024-2025年度役員の選挙日程 〃 

3 2023年度前半代表理事職務執行状況報告 〃 

4 特定資産活用計画検討タスクフォースの活動報告 〃 



5 2023年度機関誌編集委員変更の件 〃 

6 2023年度広報委員変更の件 〃 

7 普及事業に係る細則の改訂の件 〃 

8 2023年秋季研究発表会の報告 〃 

9 学生セッション・キャリアセッションについて 〃 

10 次回理事会の件 〃 

 

【2023年度第 5回】 2023年 12月 22日 (ハイブリット開催） 

◇審議 

1 前回理事会議事録確認 承 認 

2 入会・退会承認の件 〃 

3 2024年春季学会賞候補の件 〃 

4 2024年度新フェロー候補推薦の件 〃 

5 RAMP予稿集バックナンバーの電子ファイル公開の件 〃 

6 2024年度支部事業費の件 〃 

7 2023年秋季大会決算報告の件 〃 

8 2024年春季研究発表会・シンポジウム概要の件 〃 

9 2023Q3収支および2023年度決算予想の件 〃 

10 特定費用準備資金計画案の件 〃 

11 研究発表会での優秀発表学生への副賞授与の件 〃 

◇報告 

1 2025年度春季大会の件 報  告 

2 「ヘルスケアのOR」研究部会の共催の件 〃 

3 関西支部シンポジウムの協賛の件 〃 

4 2024年度の普及関連事業の件 〃 

5 第52回企業事例交流会準備状況の件 〃 

6 2024年度予算案(第1次)の件 〃 

7 賛助会員種別の修正の件 〃 

8 次回理事会の件  〃 

【2023年度第 6回】 2024年 1月 26日 (ハイブリット開催） 

◇審議 

1 前回理事会議事録確認 承 認 

2 入会・退会承認の件 〃 

3 賞金額の変更の件 〃 

4 2024年度研究部会・グループの新設・継続申請の件 〃 

5 2024度研究部会・グループ追加補助金の件 〃 

6 優秀発表学生への副賞授与の件(継続審議) 〃 

7 公式ウェブサイト運営・管理規則制定の件 〃 

8 広告契約書改訂の件 〃 

9 内閣府への届出の件 〃 

10 賛助会員に関する定款細則の条文変更の件 〃 

◇報告 

1 2024-2025年度役員選挙の件 報 告 

2 会長候補者および代議員の候補者信任投票の件 〃 

3 研究普及委員追加の件 〃 

4 ORセミナー実施手順の改訂の件 〃 

5 新年度委員選任の件 〃 

6 事務局OA機器のリース契約更改の件 〃 

7 次回理事会の件 〃 



【役員】 
 
   理事（非常勤）              監事（非常勤） 
    定数：12人から 18 人 （現在：18人）    定数：2 人  （現在：2人） 
    任期：2年                    任期：2 年 

2023 度末現在 

理 事 ・ 監 事 
の 役 職 氏  名 

常 勤 
非常勤 
の 別 

就任年月日 担 当 職 務 報酬 現 職 

理事（会 長） 山 上  伸 非常勤 2022.4.26 会務の総理 なし 東京ガス株式会社 

〃 （副会長） 猿 渡  康 文 〃 2022.4.26 〃 〃 筑波大学 

〃 （ 〃 ） 三 好  直 人 〃 2023.4.28 〃 〃 東京工業大学 

〃 （ 〃 ） 森 永  聡 〃 2023.4.28 〃 〃 日本電気株式会社 

〃 （庶 務） 所  健 一 〃 2022.4.26 〃 〃 (一財)電力中央研究所 

〃 （ 〃 ） 宮 川  雅 至 〃 2023.4.28 〃 〃 山梨大学 

〃 （会 計） 後 藤 順 哉 〃 2022.4.26 会 計 〃 中央大学 

〃 （普 及） 堀  淳 志 〃 2022.4.26 普 及 〃 三菱電機株式会社 

〃 （研 究） 林  俊 介 〃 2023.4.28 研 究 〃 法政大学 

〃（OR誌編集） 関 谷  和 之 〃 2023.4.28 機関誌編集 〃 成蹊大学 

〃（JORSJ編集） 牧 野  和 久  〃 2022.4.26 論文誌編集 〃 京都大学 

〃 （国 際） 鵜 飼 孝 盛 〃 2021.4.27 国 際 〃 防衛大学校 

〃 （渉 外） 辻 野 雅 之 〃 2022.4.26 渉 外 〃 東京国際工科専門職大学 

〃 （広 報） 塩 野 直 志  〃 2022.4.26 広 報 〃 神奈川工科大学 

〃 （支 部） 谷 崎  隆 士 〃 2023.4.28 支 部 〃 近畿大学 

〃 （大 会） 木 庭  淳 〃 2022.4.26 大 会 〃 兵庫県立大学 

〃 （ 〃 ） 佐々木 美裕 〃 2023.4.28 大 会 〃 南山大学 

〃 （無任所） 鳥 海 重 喜 〃 2023.4.28 無 任 所 〃 中央大学 

監 事 三 嶋 英 俊 〃 2022.4.26 定款 20 条 〃 三菱電機株式会社 

〃 根 本 俊 男 〃 2023.4.28 〃 〃 文教大学 

 
【職員】 

2023 年度末現在 
職 名 常勤・非常勤 採用年月日 担当事務 備 考 

事 務 局 長 非常勤 2022.3.1 総括・庶務・渉外  

職 員 非常勤 2022.12.23 経理・学会事務全般  

〃 パート 2022.12.1 会員管理・学会事務  



【会員状況】 
 

1.  2023年度通算(2023/03/01～2024/2/29) 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 支部別会員数 

 

  
名誉 

会員 

正会員 学生会員 賛助会員 

合計 
一般 

シニア・ 

特別 
 A種 B種 

2023.3.1 13 1318 64 170 35 22 1622 

入 会   50   65 2 3 120 

退 会 ▲ 1 ▲ 80 ▲ 5 ▲ 26 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 119 

移
動 

学→正   6   ▲ 6     0 

正→学           0 

正→シ   ▲ 1 1       0 

正→名             0 

A種→B種           0 

今期間増減  ▲ 1 ▲ 25 ▲ 4 33 ▲ 2 0 1 

2024.2.29現在 12 1293 60 203 33 22 1623 

年月日 合計 前年比 

2024.2.29 1623 1 

2023.02.28 1622 16 

2022.02.28 1606 ▲ 110 

2021.02.28 1716 ▲ 96 

2020.02.29 1812 ▲ 72 

2019.02.28 1884 ▲ 24 

2018.02.28 1908 ▲ 50 

2017.02.28 1958 ▲ 15 

2016.02.29 1973 ▲ 67 

2015.02.28 2040 ▲ 45 

2014.02.28 2085 29 

2013.02.28 2056 ▲ 86 

支部 
名誉 

会員 

正会員 学生会員 賛助会員 

合計 
一般 

シニア・ 

特別 
 A種 B種 

北海道   30 1 1     32 

東 北   41 1 9     51 

中 部   101 10 16 1  1 129 

関 西 2 180 9 26 4  221 

中国・四国   55 5 5    65 

九 州   55 6 11     72 

本 部 10 831 28 135 28 21 1053 

2024.2.29現在 12 1293 60 203 33 22 1623 



公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  資産の部
１．流動資産

現金預金 22,375,439 24,186,467 △ 1,811,028
未収会費 2,119,600 1,810,600 309,000
未収金 559,668 1,379,950 △ 820,282
前払金 235,224 235,224 0
前払費用 70,599 53,749 16,850
預け金 3,564,600 2,425,200 1,139,400

流動資産合計 28,925,130 30,091,190 △ 1,166,060
２．固定資産
(1) 特定資産

退職給付引当資産 448,000 448,000 0
名簿作成準備積立金資産 500,000 500,000 0
国際協力積立金資産 15,000,000 15,000,000 0
表彰事業積立金資産 4,200,000 4,200,000 0
ＯＡ化積立金資産 8,380,000 8,380,000 0
ＯＲ事典積立金資産 4,000,000 4,000,000 0
近藤賞基金引当資産 7,000,000 7,000,000 0
公益事業充当資産 20,000,000 20,000,000 0
若手ＯＲ研究者育成基金 0 7,500,000 △ 7,500,000
助成事業積立資産 0 5,000,000 △ 5,000,000
支部活動準備資産 13,500,000 0 13,500,000
企業事例交流会開催準備資産 4,000,000 0 4,000,000
リース資産 353,309 593,705 △ 240,396

特定資産合計 77,381,309 72,621,705 4,759,604
(2) その他固定資産

保証金 950,400 950,400 0
その他固定資産合計 950,400 950,400 0
固定資産合計 78,331,709 73,572,105 4,759,604
資産合計 107,256,839 103,663,295 3,593,544

Ⅱ  負債の部
１．流動負債

未払金 194,405 126,497 67,908
未払費用 265,378 66,922 198,456
前受金 4,508,226 3,608,499 899,727
前受会費 13,387,400 13,812,616 △ 425,216
預り金 63,841 127,287 △ 63,446
仮受金 15,000 24,000 △ 9,000

流動負債合計 18,434,250 17,765,821 668,429
２．固定負債

退職給付引当金 448,000 448,000 0
リース債務 572,192 968,288 △ 396,096

固定負債合計 1,020,192 1,416,288 △ 396,096
負債合計 19,454,442 19,182,109 272,333

Ⅲ  正味財産の部
１．指定正味財産

寄付金 5,000,000 5,000,000 0
指定正味財産合計 5,000,000 5,000,000 0
（うち特定資産への充当額） (5,000,000) (5,000,000) (0)

２．一般正味財産 82,802,397 79,481,186 3,321,211
（うち特定資産への充当額） (71,933,309) (67,173,705) (4,759,604)
正味財産合計 87,802,397 84,481,186 3,321,211
負債及び正味財産合計 107,256,839 103,663,295 3,593,544

貸借対照表

令和 6年 2月29日現在

2023年度決算報告および監査報告 第2号議案



公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

特定資産運用益 1,306 1,387 △ 81
特定資産受取利息 1,306 1,387 △ 81

受取入会金 113,400 149,400 △ 36,000
受取正会員入会金収入 75,000 94,800 △ 19,800
受取学生会員入会金収入 38,400 54,600 △ 16,200

受取会費 26,361,400 26,984,700 △ 623,300
正会員受取会費収入 19,550,200 20,191,300 △ 641,100
学生会員受取会費収入 1,135,000 980,000 155,000
賛助会員受取会費収入 5,237,000 5,331,000 △ 94,000
シニア会員受取会費収入 439,200 482,400 △ 43,200

事業収益 15,808,877 13,393,414 2,415,463
受取販売収益 2,708,063 2,769,426 △ 61,363
受取研究発表参加収入 4,410,000 3,095,000 1,315,000
受取参加料 4,379,400 3,921,500 457,900
受取広告料 3,346,550 3,178,050 168,500
受取掲載料 63,000 147,000 △ 84,000
受取著作権料 289,864 282,438 7,426
受取購読料 612,000 0 612,000

受取補助金等 0 1,021,557 △ 1,021,557
雑収益 186,172 166 186,006
受取利息 203 166 37
雑収益 185,969 0 185,969

経常収益計 42,471,155 41,550,624 920,531
(2) 経常費用

事業費 35,217,944 36,450,909 △ 1,232,965
給与手当 5,680,382 6,083,955 △ 403,573
賞与 1,661,760 1,807,344 △ 145,584
臨時雇賃金 810,296 850,443 △ 40,147
法定福利費 1,103,401 960,865 142,536
福利厚生費 0 36,621 △ 36,621
旅費交通費 886,707 1,618,530 △ 731,823
通信運搬費 847,511 2,248,751 △ 1,401,240
退職給付費用 0 176,842 △ 176,842
消耗品費 867,155 915,634 △ 48,479
会議費 2,656,834 1,877,744 779,090
印刷製本費 6,915,077 7,109,305 △ 194,228
賃借料 2,921,832 2,921,841 △ 9
保険料 9,795 19,035 △ 9,240
支払負担金 256,688 258,614 △ 1,926
諸謝金 4,279,853 3,555,845 724,008
委託費 2,672,285 2,868,305 △ 196,020
支払手数料 3,339,691 2,924,878 414,813
減価償却費 216,357 216,357 0
貸倒損失 92,320 0 92,320

管理費 3,932,000 3,518,612 413,388
給与手当 631,149 675,995 △ 44,846
賞与 184,640 200,816 △ 16,176
臨時雇賃金 0 24,725 △ 24,725
退職金 0 32,223 △ 32,223
法定福利費 122,598 109,942 12,656
福利厚生費 0 4,068 △ 4,068
旅費交通費 857,735 541,982 315,753
通信運搬費 50,321 45,967 4,354
退職給付費用 0 19,649 △ 19,649
消耗品費 10,624 17,637 △ 7,013
会議費 22,287 1,363 20,924
賃借料 324,648 324,639 9
保険料 1,088 2,115 △ 1,027
租税公課 1,425 19,518 △ 18,093
水道光熱費 197,906 265,060 △ 67,154
支払手数料 221,060 151,345 69,715
支払報酬料 966,000 907,500 58,500
諸会費 170,000 150,000 20,000
減価償却費 24,039 24,039 0
貸倒損失 138,480 0 138,480
雑費 8,000 2 7,998
雑損失 0 27 △ 27

経常費用計 39,149,944 39,969,521 △ 819,577
評価損益等調整前当期経常増減額 3,321,211 1,581,103 1,740,108
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 3,321,211 1,581,103 1,740,108

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 3,321,211 1,581,103 1,740,108
一般正味財産期首残高 79,481,186 77,900,083 1,581,103
一般正味財産期末残高 82,802,397 79,481,186 3,321,211

Ⅱ  指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 5,000,000 5,000,000 0
指定正味財産期末残高 5,000,000 5,000,000 0

Ⅲ  正味財産期末残高 87,802,397 84,481,186 3,321,211

正味財産増減計算書

令和 5年 3月 1日から令和 6年 2月29日まで



公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

特定資産運用益 1,298 1,298 8 0 1,306
特定資産受取利息 1,298 1,298 8 0 1,306

受取入会金 68,400 68,400 45,000 0 113,400
受取正会員入会金収入 30,000 30,000 45,000 0 75,000
受取学生会員入会金収入 38,400 38,400 0 0 38,400

受取会費 22,618,611 22,618,611 3,742,789 0 26,361,400
正会員受取会費収入 15,807,411 15,807,411 3,742,789 0 19,550,200
学生会員受取会費収入 1,135,000 1,135,000 0 0 1,135,000
賛助会員受取会費収入 5,237,000 5,237,000 0 0 5,237,000
シニア会員受取会費収入 439,200 439,200 0 0 439,200

事業収益 15,808,877 15,808,877 0 0 15,808,877
受取販売収益 2,708,063 2,708,063 0 0 2,708,063
受取研究発表参加収入 4,410,000 4,410,000 0 0 4,410,000
受取参加料 4,379,400 4,379,400 0 0 4,379,400
受取広告料 3,346,550 3,346,550 0 0 3,346,550
受取掲載料 63,000 63,000 0 0 63,000
受取著作権料 289,864 289,864 0 0 289,864
受取購読料 612,000 612,000 0 0 612,000

雑収益 41,969 41,969 144,203 0 186,172
受取利息 0 0 203 0 203
雑収益 41,969 41,969 144,000 0 185,969

経常収益計 38,539,155 38,539,155 3,932,000 0 42,471,155
(2) 経常費用

事業費 35,217,944 35,217,944 0 0 35,217,944
給与手当 5,680,382 5,680,382 0 0 5,680,382
賞与 1,661,760 1,661,760 0 0 1,661,760
臨時雇賃金 810,296 810,296 0 0 810,296
法定福利費 1,103,401 1,103,401 0 0 1,103,401
旅費交通費 886,707 886,707 0 0 886,707
通信運搬費 847,511 847,511 0 0 847,511
消耗品費 867,155 867,155 0 0 867,155
会議費 2,656,834 2,656,834 0 0 2,656,834
印刷製本費 6,915,077 6,915,077 0 0 6,915,077
賃借料 2,921,832 2,921,832 0 0 2,921,832
保険料 9,795 9,795 0 0 9,795
支払負担金 256,688 256,688 0 0 256,688
諸謝金 4,279,853 4,279,853 0 0 4,279,853
委託費 2,672,285 2,672,285 0 0 2,672,285
支払手数料 3,339,691 3,339,691 0 0 3,339,691
減価償却費 216,357 216,357 0 0 216,357
貸倒損失 92,320 92,320 0 0 92,320

管理費 0 0 3,932,000 0 3,932,000
給与手当 0 0 631,149 0 631,149
賞与 0 0 184,640 0 184,640
法定福利費 0 0 122,598 0 122,598
旅費交通費 0 0 857,735 0 857,735
通信運搬費 0 0 50,321 0 50,321
消耗品費 0 0 10,624 0 10,624
会議費 0 0 22,287 0 22,287
賃借料 0 0 324,648 0 324,648
保険料 0 0 1,088 0 1,088
租税公課 0 0 1,425 0 1,425
水道光熱費 0 0 197,906 0 197,906
支払手数料 0 0 221,060 0 221,060
支払報酬料 0 0 966,000 0 966,000
諸会費 0 0 170,000 0 170,000
減価償却費 0 0 24,039 0 24,039
貸倒損失 0 0 138,480 0 138,480
雑費 0 0 8,000 0 8,000

経常費用計 35,217,944 35,217,944 3,932,000 0 39,149,944
評価損益等調整前当期経常増減額 3,321,211 3,321,211 0 0 3,321,211
評価損益等計 0 0 0 0 0
当期経常増減額 3,321,211 3,321,211 0 0 3,321,211

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0
(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0 0
他会計振替前当期一般正味財産増減額 3,321,211 3,321,211 0 0 3,321,211
当期一般正味財産増減額 3,321,211 3,321,211 0 0 3,321,211
一般正味財産期首残高 3,348,256 3,348,256 76,132,930 0 79,481,186
一般正味財産期末残高 6,669,467 6,669,467 76,132,930 0 82,802,397

Ⅱ  指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 5,000,000 5,000,000 0 0 5,000,000
指定正味財産期末残高 5,000,000 5,000,000 0 0 5,000,000

Ⅲ  正味財産期末残高 11,669,467 11,669,467 76,132,930 0 87,802,397

合計

正味財産増減計算書内訳表

令和 5年 3月 1日から令和 6年 2月29日まで

（単位：円）

科        目
公益目的事業会計

公１ 小計
法人会計 内部取引等消去



(5,000,000) (71,933,309) (448,000)

リース資産 1,314,372 961,063 353,309
合　　　　　　計 1,314,372 961,063 353,309

企業事例交流会開催準備資産 4,000,000 (0) (4,000,000) (0)

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科　　　　　　目 取得価額 減価償却累計額
(単位：円) 

当期末残高

リース資産 353,309 (0) (353,309) (0)
小　　　　　　計 77,381,309 (5,000,000) (71,933,309) (448,000)
合　　　　　　計 77,381,309

公益事業充当資産 20,000,000 (5,000,000) (15,000,000) (0)
支部活動準備資産 13,500,000 (0) (13,500,000) (0)

ＯＲ事典積立金資産 4,000,000 (0) (4,000,000) (0)
近藤賞基金引当資産 7,000,000 (0) (7,000,000) (0)

表彰事業積立金資産 4,200,000 (0) (4,200,000) (0)
ＯＡ化積立金資産 8,380,000 (0) (8,380,000) (0)

特定資産

国際協力積立金資産 15,000,000 (0) (15,000,000) (0)

退職給付引当資産 448,000 (0) (0) (448,000)
名簿作成準備積立金資産 500,000 (0) (500,000) (0)

小　　　　　　計 72,621,705 17,500,000 12,740,396 77,381,309
合　　　　　　計 72,621,705 17,500,000 12,740,396 77,381,309

３．特定資産の財源等の内訳
特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　　　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

(単位：円) 
（うち負債に
対応する額）

企業事例交流会開催準備資産 0 4,000,000 0 4,000,000
リース資産 593,705 0 240,396 353,309

助成事業積立資産 5,000,000 0 5,000,000 0
支部活動準備資産 0 13,500,000 0 13,500,000

公益事業充当資産 20,000,000 0 0 20,000,000
若手ＯＲ研究者育成基金 7,500,000 0 7,500,000 0

ＯＲ事典積立金資産 4,000,000 0 0 4,000,000
近藤賞基金引当資産 7,000,000 0 0 7,000,000

表彰事業積立金資産 4,200,000 0 0 4,200,000
ＯＡ化積立金資産 8,380,000 0 0 8,380,000

名簿作成準備積立金資産 500,000 0 0 500,000
国際協力積立金資産 15,000,000 0 0 15,000,000

特定資産
退職給付引当資産 448,000 0 0 448,000

(3) 消費税等の会計処理
　　消費税及び地方消費税の会計処理は税込方式によっている。

２．特定資産の増減額及びその残高
特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額
(単位：円) 

当期末残高

　　　職員の退職金支給に備えるため、退職金規定に基づく期末要支給額を計上している。

公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針
(1) 固定資産の減価償却の方法
　　リース資産・・・リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用している。
(2) 引当金の計上基準
　　退職給付引当金



448,000退職給付引当金 448,000 0 0 0

２．引当金の明細
（単位：円）

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

目的使用 その他
期末残高

　　財務諸表に対する注記に記載しているため、附属明細書での記載を省略している。

附属明細書

公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

１．特定資産の明細



公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　　　額

(流動資産)
現金 手元保管 運転資金として 33,592
預金 ＜振替預金＞ 2,245,540

  ゆうちょ銀行 運転資金として 1,925,273
  根津支店
  ゆうちょ銀行 運転資金として 320,267
  根津支店
＜普通預金＞ 20,096,307
  みずほ銀行根津支店 運転資金として 7,802,408
  三井住友銀行 運転資金として 3,206,845
  白山支店
  三菱UFJ銀行 運転資金として 1,183,872
  千駄木支店
  みずほ銀行根津支店 運転資金として 2
  みずほ銀行根津支店 運転資金として 7,903,180

未収会費 2,119,600
正会員 当年度会費の未収分 1,719,600
学生会員 当年度会費の未収分 400,000

未収金 559,668
㈱明報社 当年度広告料の未収分 487,500
収益等 未入金分 72,168

前払金 235,224
サンチカビル ３月分事務所家賃 235,224

前払費用 事務局 事務局保険料等 70,599
預け金 3,564,600

クレジット 未入金分 3,241,600
コンビニ 未入金分 323,000

  流動資産合計 28,925,130

(固定資産)
  特定資産

退職給付引当資産 448,000
みずほ銀行 職員の退職給付の給付に備えるために積立 448,000
横山町支店 資産として管理されている預金

名簿作成準備積立金 500,000
資産

三菱UFJ銀行 名簿作成のための積立資金 500,000
千駄木支店

国際協力積立金資産 15,000,000
三菱UFJ銀行 公益目的保有財産であり、運用益を研究・ 15,000,000
千駄木支店 普及啓発事業で使用している

表彰事業積立金資産 4,200,000
みずほ銀行 表彰事業のための積立資産 4,200,000
根津支店

ＯＡ化積立金資産 8,380,000
三井住友銀行 備品等のＯＡ化のための積立資産 8,380,000
白山支店

ＯＲ事典積立金資産 4,000,000
みずほ銀行 ＯＲ辞典のための積立資産 4,000,000
根津支店

近藤賞基金引当資産 7,000,000
みずほ銀行 特定費用準備資金であり、研究・普及啓発事 7,000,000
根津支店 業の近藤賞のための積立資産

公益事業充当資産 20,000,000
みずほ銀行 公益目的保有財産であり、運用益を研究・ 5,000,000
根津支店 普及啓発事業で使用している。
三菱UFJ銀行 公益目的保有財産であり、運用益を研究・ 15,000,000
千駄木支店 普及啓発事業で使用している。

支部活動準備資産 13,500,000
みずほ銀行 特定費用準備資金であり、研究・普及啓発 13,500,000
根津支店 事業のための積立資産

企業事例交流会開催 4,000,000
準備資産

みずほ銀行 特定費用準備資金であり、研究・普及啓発 4,000,000
根津支店 事業のための積立資産

リース資産 複合機他 共用財産であり、うち90%は公益目的保有財 353,309
産として公益目的事業の用に供し、うち10%
は管理運営の用に供している

  その他固定資産
保証金 サンチカビル 事務所の保証金 950,400

  固定資産合計 78,331,709

    資産合計 107,256,839

(流動負債)
未払金 194,405

その他 その他 194,405
未払費用 日本年金機構他 社会保険料他 265,378
前受金 4,508,226

正会員 入会金の前受分 4,500
学生会員 入会金の前受分 1,800
会員等 翌年度シンポジウム参加費他 1,843,726
会員等 翌年度春季研究発表会参加費他 2,658,200

前受会費 13,387,400
正会員 正会員会費の前受分 10,394,000
学生会員 学生会員会費の前受分 255,000
賛助会員Ａ 賛助会員会費の前受分 1,805,000
賛助会員Ｂ 賛助会員会費の前受分 624,000
シニア会員 シニア会員会費の前受分 309,400

預り金 63,841
職員等 職員の源泉所得税の預かり分 18,160
講師等 講師謝金の源泉税預り分 34,962
公認会計士等 会計士事務所の源泉税預り分 10,719

仮受金 15,000
その他 年会費および入会金の返金予定分 15,000

  流動負債合計 18,434,250

(固定負債)
退職給付引当金 職員 職員に対する退職金の支払いに備えたもの 448,000
リース債務 572,192

ｼｬｰﾌﾟﾌｧｲﾅﾝｽ リース資産の支払残高 132,192
日立キャピタル リース資産の支払残高 440,000

  固定負債合計 1,020,192

    負債合計 19,454,442

    正味財産 87,802,397

財産目録

令和 6年 2月29日現在

貸借対照表科目



　　　職員の退職金支給に備えるため、退職金規定に基づく期末要支給額を計上している。

公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針
(1) 固定資産の減価償却の方法
　　リース資産・・・リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用している。
(2) 引当金の計上基準
　　退職給付引当金

(3) 消費税等の会計処理
　　消費税及び地方消費税の会計処理は税込方式によっている。

２．特定資産の増減額及びその残高
特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額
(単位：円) 

当期末残高
特定資産

退職給付引当資産 448,000 0 0 448,000
名簿作成準備積立金資産 500,000 0 0 500,000
国際協力積立金資産 15,000,000 0 0 15,000,000
表彰事業積立金資産 4,200,000 0 0 4,200,000
ＯＡ化積立金資産 8,380,000 0 0 8,380,000
ＯＲ事典積立金資産 4,000,000 0 0 4,000,000
近藤賞基金引当資産 7,000,000 0 0 7,000,000
公益事業充当資産 20,000,000 0 0 20,000,000
若手ＯＲ研究者育成基金 7,500,000 0 7,500,000 0
助成事業積立資産 5,000,000 0 5,000,000 0
支部活動準備資産 0 13,500,000 0 13,500,000
企業事例交流会開催準備資産 0 4,000,000 0 4,000,000
リース資産 593,705 0 240,396 353,309

３．特定資産の財源等の内訳
特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　　　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

小　　　　　　計 72,621,705 17,500,000 12,740,396 77,381,309
合　　　　　　計 72,621,705 17,500,000 12,740,396 77,381,309

(単位：円) 
（うち負債に
対応する額）

退職給付引当資産 448,000 (0) (0) (448,000)
名簿作成準備積立金資産 500,000 (0) (500,000) (0)

特定資産

国際協力積立金資産 15,000,000 (0) (15,000,000) (0)
表彰事業積立金資産 4,200,000 (0) (4,200,000) (0)
ＯＡ化積立金資産 8,380,000 (0) (8,380,000) (0)
ＯＲ事典積立金資産 4,000,000 (0) (4,000,000) (0)
近藤賞基金引当資産 7,000,000 (0) (7,000,000) (0)
公益事業充当資産 20,000,000 (5,000,000) (15,000,000) (0)
支部活動準備資産 13,500,000 (0) (13,500,000) (0)
企業事例交流会開催準備資産 4,000,000 (0) (4,000,000) (0)

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科　　　　　　目 取得価額 減価償却累計額
(単位：円) 

当期末残高

リース資産 353,309 (0) (353,309) (0)
小　　　　　　計 77,381,309 (5,000,000) (71,933,309) (448,000)
合　　　　　　計 77,381,309 (5,000,000) (71,933,309) (448,000)

リース資産 1,314,372 961,063 353,309
合　　　　　　計 1,314,372 961,063 353,309





第３号議案 

2024-2025 年度役員候補者の件 

 

  

理事／監事 候補者 

理事 山上 伸 東京ガス 

理事 猿渡 康文 筑波大学 

理事 黒木 裕介 ヤマト運輸（株） 

理事 山田 裕通 （株）構造計画研究所 

理事 牧野 和久 京都大学 

理事 塩野 直志 神奈川工科大学 

理事 塩田 茂雄 千葉大学 

理事 田中 未来 統計数理研究所 

理事 岡村 寛之 広島大学 

監事 河東 晴子 三菱電機（株） 



役員及び役員候補者の担当会務 

会務 定数 
2022～2023 年度役員 2023～2024 年度役員 2024～2025 年度役員 

改選 非改選 候補者 

会長 
1 山上 伸 東京ガス㈱   山上 伸 東京ガス㈱ 

代表理事 

副会長 

代表理事 
3(2) 

    三好 直人 東京工業大学   

    森永 聡 日本電気（株）   

猿渡 康文 筑波大学    猿渡 康文 筑波大学 

庶務理事 2(1) 

    宮川 雅至 山梨大学   

所 健一 
(一財)電力 

中央研究所 
   黒木 裕介 

ヤマト運輸

（株） 

国際理事 1(1)     鵜飼 孝盛 防衛大学校   

研究普及 

理事 
2(1) 

    林俊介 法政大学   

堀 淳志 三菱電機(株)    山田 裕通 
（株）構造計

画研究所 

編集理事 2(1) 

    関谷和之 成蹊大学   

牧野 和久 京都大学    牧野 和久 京都大学 
 

会計理事 1(0) 後藤 順哉 中央大学    塩野 直志 
神奈川工科

大学 

 

 

渉外理事 1(0) 辻野 雅之 
東京国際工科専

門職大学 
   塩田 茂雄 千葉大学 

 

 

 

広報理事 1(0) 塩野 直志 
神奈川工科大

学 
   田中 未来 

統計数理研

究所 

 

 

支部理事 1(1)     谷崎 隆士 近畿大学    

大会理事 2(1) 

    
佐々木 美

裕 
南山大学    

木庭 淳 
兵庫県立 

大学 
   岡村 寛之 広島大学 

 

 

無任所 

理事 
1(1) （欠員） （欠員） 鳥海 重喜  中央大学   

 

 

監事 2(1) 

    根本 俊男 文教大学    

三嶋 英俊 三菱電機㈱   河東 晴子 三菱電機㈱  

 



報告－１ 

公益社団法人 日本オペレーションズ・リサーチ学会 

2024年度事業計画書 

 

 事業番号： 公１（1本のみ） 

 事業の内容： オペレーションズ・リサーチの研究・普及啓発を行う事業 

 

 

【研究発表会、シンポジウム等の開催】 

□事業の趣旨・内容 

本事業は、研究発表会、シンポジウム、OR セミナー、OR サロン、企業事例交流会等の活動を通じて、オ

ペレーションズ・リサーチの研究及び応用を促進し、オペレーションズ・リサーチの進歩と発達を通じて、文

化と産業の発展に寄与することを目的とする。 

 

□2024年度計画 

本事業の 2023年度の各種活動では、新型コロナ感染症の第 5類への以降により、リアル開催を主とした

会員間の対面によるコミュニケーションの場を拡大、学会活動の一層の活性化を行った。2024年度は、学会

諸活動のリアル開催を通常形態とし、学会活動のより一層の活性化を行う。また、一昨年度から開始した学

会の在り方についての議論を更に進め、魅力あるＯＲ学会づくりに向けた新たな取り組みを加速する。 

 

１ 研究発表会 

◇春季研究発表会：2024年3月7～8日 筑波大学（春日エリア） 

 実行委員長 吉瀬 章子（筑波大学） 

◇秋季研究発表会：2024年9月10～11日 南山大学 

 実行委員長 佐々木 美裕（南山大学） 

 

２ シンポジウム 

◇春季シンポジウム：2024年3月6日 筑波大学（春日エリア） 

 特別テーマ 「大学・民間が牽引する行政 DX」 

 実行委員長 鈴木 勉（筑波大学) 

◇秋季シンポジウム：2024年9月9日 南山大学  

 特別テーマ 「未定」 

 実行委員長 柳浦 睦憲（名古屋大学） 

 

３ ORセミナー 

年間3程度開催 

 

第1回ORセミナー 

➢ 開催日： 2024年 5～6月  

➢ タイトル： 可視化技術 

➢ コーディネーター： 塚本 潤（日鉄ソリューションズ(株)） 

➢ オーガナイザー： 三木 和男 （筑波大学） 

➢ 講演スタイル:   オンライン講演 

  

第2回ORセミナー 

➢ 開催日： 未定 

➢ タイトル： 未定 



 

第3回ORセミナー 

➢ 開催日： 未定 

➢ タイトル： 未定 

 

4 企業事例交流会 

◇春季研究発表会において開催：202４年3月７～8日 筑波大学(春日キャンパス) 

◇秋季研究発表会において開催：202４年9月１０～１１日 南山大学 詳細未定 

 

【機関誌、論文誌の刊行】 

□事業の趣旨・内容 

本事業は、機関誌、論文誌の刊行及びインターネット等を利用した情報提供活動を通じて、オペレーショ

ンズ・リサーチの研究及び応用を促進し、オペレーションズ・リサーチの進歩と発達を通じて、文化と産業の

発展に寄与することを目的とする。 

 

□20２４年度計画 

１ 機関誌 

機関誌の冊子版は、主要な会員サービスの一つとして会員に郵送してきたが、省資源化の観点から会員

サービス向上のための在り方を見直し、電子版配布主体に移行し、冊子体郵送希望者に対しては有償化を

実施する。 

◇発行回数: 毎月1回 年12回4 

◇発行号:6９巻3号～７０巻2号 

 

２ 論文誌 

・Journal of the Operations Research Society of Japan (英文論文誌) 

◇発行回数:  年4回 

◇発行号: 6７巻2号～6８巻1号 

・Transactions of the Operations Research Society of Japan (和文論文誌) 

◇発行回数:  年1回 

◇発行号：6７巻 

 

【研究部会による調査研究とその公表活動】  

□事業の趣旨･内容 

本事業は、研究部会による調査研究とその公表活動を通じて、オペレーションズ・リサーチの研究及び応

用を促進し､オペレーションズ・リサーチの進歩と発達を通じて、文化と産業の発展に寄与することを目的と

する｡ 

調査研究にあたっては、専門の研究部会を設置し、主査･幹事が中心となり研究希望者を公募して行う。 

 

□2024年度計画 

〈常設部会〉 

A   常設部会名 主       査 幹    事 

1 待ち行列 増山 博之 (東京都立大学) 佐久間 大 (防衛大学校) 

  小林 正弘 (東海大学) 

2 数理計画（RAMP） 田村 明久（慶應義塾大学） 田中 未来（統計数理研究所） 

3 評価のOR 伊豆永 洋一 （ 九州大学 大学院） 王 緒   （早稲田大学） 



 

 

 

 

〈部会〉 

B 部  会  名 主       査 幹    事 

1 ヘルスケアのOR 土谷隆（政策研究大学院大学） 小笠原 悠（東京都立大学） 

    伊藤 真理（神戸大学） 

2 確率最適化とその応用 來島 愛子（上智大学） 王 琦（長崎総合科学大学） 

      堀口 正之（神奈川大学） 

3 信頼性の理論と応用 水谷 聡志（愛知工業大学） 岡村 寛之（広島大学） 

今泉 充啓（愛知学泉大学） 

    木村 充位（愛知大学） 

4 エネルギーシステムの進化とOR 進士 誉夫  (コージェネ財団)   池上 貴志  (東京農工大学) 

5 社会安全とOR 佐久間 大（防衛大学校） 鵜飼 孝盛（防衛大学校） 

6 最適化の理論とアルゴリズム(RAOTA) 林 俊介（法政大学） 藤井 海斗（国立情報学研究

所） 

7 ビッグデータを用いたマーケティング分析 横山 暁（青山学院大学） 朝日 弓未（東京理科大学） 

    大竹 恒平（上智大学） 

8 社会と技術・システムのイノベーション 高嶋 隆太（東京理科大学） 鳥海 重喜（中央大学） 

  
 

稲川 敬介（秋田県立大学） 

 

〈研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ〉  

C グループ名 主       査 幹    事 

1 未来都市のOR 三浦 英俊（南山大学） 嚴 先鏞（筑波大学） 

2 量子コンピュータと次世代計算機活用 大輪 拓也（九州工業大学） 矢実 貴志（（株）ＮＴＴデータ） 

 

 

【表彰活動】 

□事業の趣旨･内容 

本事業は、表彰活動を通じて、オペレーションズ・リサーチの研究及び応用を促進し、オペレーションズ・

リサーチの進歩と発達を通じて、文化と産業の発展に寄与することを目的とする｡ 

 

□2024年度計画  

〈春季表彰〉  1月末までに審査･承認予定 

１ 業績賞   1件予定 

２ 普及賞   2件予定 

３ 実施賞   1件程度予定 

 

〈秋季表彰〉 7月末までに審査･承認予定 

１ 研究賞   1件予定 

２ 研究賞奨励賞  3件程度予定 

３ 事例研究賞   3件程度予定 

４ 論文賞   1件予定 

５ 学生論文賞   5件程度予定 

4 意思決定法 法雲 俊栄（同志社大学） 飯田 洋市（公立諏訪 

東京理科大学） 

5 サプライチェーン戦略 伊倉義郎（(株）サイテック・ジャパン） 草刈 君子 



公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

Ⅰ  一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

特定資産運用益 2,000 2,000 0 0 2,000

受取利息 2,000 2,000 0 0 2,000

受取入会金 130,000 130,000 20,000 0 150,000

受取正会員入会金収入 80,000 80,000 20,000 0 100,000

受取学生会員入会金収入 50,000 50,000 0 0 50,000

受取会費 21,470,000 21,470,000 3,940,000 0 25,410,000

正会員受取会費収入 14,938,000 14,938,000 3,940,000 0 18,878,000

学生会員受取会費収入 900,000 900,000 0 0 900,000

賛助会員受取会費収入 5,200,000 5,200,000 0 0 5,200,000

シニア会員受取会費収入 432,000 432,000 0 0 432,000

事業収益 13,170,000 13,170,000 0 0 13,170,000

受取販売収益 2,700,000 2,700,000 0 0 2,700,000

受取研究発表参加収入 4,000,000 4,000,000 0 0 4,000,000

受取参加料 3,900,000 3,900,000 0 0 3,900,000

受取広告料 2,400,000 2,400,000 0 0 2,400,000

受取著作権料 170,000 170,000 0 0 170,000

経常収益計 34,772,000 34,772,000 3,960,000 0 38,732,000

(2) 経常費用

事業費 35,562,080 35,562,080 0 0 35,562,080

給与手当 6,638,400 6,638,400 0 0 6,638,400

賞与 1,882,080 1,882,080 0 0 1,882,080

臨時雇賃金 0 0 0 0 0

法定福利費 800,000 800,000 0 0 800,000

福利厚生費 40,000 40,000 0 0 40,000

旅費交通費 1,600,000 1,600,000 0 0 1,600,000

収　　支　　予　　算　　書

令和 ６年 3月 1日から令和 ７年 2月28日まで

（単位：円）

科        目

公益目的事業会計

法人会計
内部取引等

消去
合計

公１ 小計



通信運搬費 700,000 700,000 0 0 700,000

退職給付費用 201,600 201,600 0 0 201,600

消耗品費 900,000 900,000 0 0 900,000

会議費 1,900,000 1,900,000 0 0 1,900,000

印刷製本費 7,000,000 7,000,000 0 0 7,000,000

修繕費 30,000 30,000 0 0 30,000

賃借料 2,930,000 2,930,000 0 0 2,930,000

保険料 20,000 20,000 0 0 20,000

諸謝金 3,800,000 3,800,000 0 0 3,800,000

委託費 2,900,000 2,900,000 0 0 2,900,000

支払手数料 4,000,000 4,000,000 0 0 4,000,000

減価償却費 220,000 220,000 0 0 220,000

雑費 0 0 0 0 0

管理費 0 0 3,960,000 0 3,960,000

給与手当 0 0 737,600 0 737,600

賞与 0 0 209,120 0 209,120

臨時雇賃金 0 0 0 0 0

法定福利費 0 0 110,000 0 110,000

福利厚生費 0 0 5,000 0 5,000

旅費交通費 0 0 600,000 0 600,000

消耗品費 0 0 17,000 0 17,000

会議費 0 0 2,000 0 2,000

減価償却費 0 0 24,000 0 24,000

修繕費 0 0 16,000 0 16,000

賃借料 0 0 324,000 0 324,000

保険料 0 0 3,000 0 3,000

租税公課 0 0 32,000 0 32,000

水道光熱費 0 0 260,000 0 260,000

支払手数料 0 0 864,000 0 864,000

支払報酬料 0 0 151,000 0 151,000

諸会費 0 0 515,000 0 515,000

減価償却費 0 0 24,000 0 24,000

雑費 0 0 66,280 0 66,280

経常費用計 35,562,080 35,562,080 3,960,000 0 39,522,080

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 790,080 △ 790,080 0 0 △ 790,080



評価損益等計 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 790,080 △ 790,080 0 0 △ 790,080

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0

(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0

他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 790,080 △ 790,080 0 0 △ 790,080

当期一般正味財産増減額 △ 790,080 △ 790,080 0 0 △ 790,080

一般正味財産期首残高 5,948,256 5,948,256 76,132,930 0 82,081,186

一般正味財産期末残高 5,158,176 5,158,176 76,132,930 0 81,291,106

Ⅱ  指定正味財産増減の部 0 0 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 5,000,000 5,000,000 0 0 5,000,000

指定正味財産期末残高 5,000,000 5,000,000 0 0 5,000,000

Ⅲ  正味財産期末残高 10,158,176 10,158,176 76,132,930 0 86,291,106


	【資料A-3-1】第1号議案_2023年度事業報告書５
	【資料A-3-2-1】第２号議案_2023年度決算報告 V2
	【資料A-3-2-1】2024年02月期決算書_03
	貸借対照表
	正味財産増減計算書
	正味財産増減計算書内訳表
	財務諸表に対する注記
	附属明細書
	財産目録

	【資料A-3-2-2】2024年02月期決算書_03 (1)

	【資料A-3-2-2】第２号議案_2023年度監査報告
	【資料A-3-3】第3号議案総会 役員候補者の件
	【資料A-3-4】2024年度事業計画_最終版Ｖ２20240409
	【資料A-3-5】2024年収支予算書
	収支予算書




